
 

別紙標準様式（第７条関係） 

会 議 録 

会 議 の 名 称 平成２８年度 第１回環境影響評価審査会 

開 催 日 時 平成２８月５月１５日（日） 
１０時００分から 

１１時３０分まで 

開 催 場 所 枚方市役所別館４階 特別会議室  

出 席 者 

会  長：梅宮委員 

副 会 長：東野委員 

委  員：石井委員、伊丹委員、今井委員、笠原委員、佐古委員、松井委員、

丸山委員、村田委員、柳原委員 

欠 席 者  尾崎委員、日置委員、山本委員 

案  件  名 
・ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価準備書について 

・枚方市環境影響評価条例等について 

提出された資料等の 

名 称 

資料１ ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価準備書検討結果（案） 

資料２ ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価準備書検討結果概要（案） 

資料３ ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価スケジュール 

資料４ 枚方市環境影響評価条例 

資料５ 枚方市環境影響評価条例施行規則 

資料６ 枚方市環境影響評価等技術指針 

参考資料１ ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価準備書 

参考資料２ ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価準備書・資料編 

参考資料３ 枚方市環境影響評価制度の見直しについて（答申） 

参考資料４ 環境影響評価手続き新旧対照表 

決  定  事  項 

・検討結果については会長、副会長の最終確認を行ったうえ各委員へ送付す

ることとした。 

・第２種対象事業については、環境影響評価項目の選定、調査、予測、評価

が適切かについて、事前相談の段階で判断が必要であることから、現地視察

を行った上で審査会の意見を述べることを決定した。 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 
公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍 聴 者 の 数 ０ 

所管部署（事務局） 環境部 環境指導課 

 



 

審  議  内  容 

 

総括 

【案件１】ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価準備書について 

□ 景観の指摘事項を「東側マンション住民に、環境の変化について理解・納得を得られるよう

十分な協議を行うこと。」から「環境の変化について、理解・納得を得られるよう、東側マンシ

ョン等の住民と事業の実施に先立って十分な協議を行うこと。」に変更する。 

□ 風害の指摘事項に実際に風による問題が生じたときの住民相談窓口を明確にし、周辺住民に

周知する旨追記する。 

□ 緑の量の指摘事項として、質の高い緑を維持するために適切な管理が必要となるため、その

旨を明記する。 

 

【案件２】枚方市環境影響評価条例等について 

□ 第２種対象事業について、環境影響評価項目の選定、調査、予測、評価が適切かについて、

事前相談の段階で判断が必要であることから、現地視察を行った上で審査会の意見を述べる。 

質疑応答 

【案件１】ＧＬＰ枚方Ⅲプロジェクトに係る環境影響評価準備書について 
     

【検討結果について事務局説明】 
 

委 員：景観の指摘事項で、「東側マンション住民に、環境の変化について理解・納得を得られ

るよう十分な協議を行うこと。」となっているが、「環境の変化について、理解・納得

を得られるよう、東側マンション等の住民と事業の実施に先立って十分な協議を行うこ

と。」に変更すること。 

委 員：風害の指摘事項で「計画建物が原因となる問題が発生した場合には、個別に状況を確認

した上で、協議を行うこと。」とあるが、実際に風による問題が生じたときの住民相談

窓口を明確にし、東側マンションだけでなく、周辺住民に周知すること。 

委 員：緑の量の指摘事項のところで、特にその後の管理ということには触れてないですが、質

の高い緑を維持するには、適切な管理がその後必要となるため、そのことを明記してい

ただきたい。 

事務局：景観、風害、緑の量でご指摘いただいた３点については、早急に修正する。 

会 長：ただ今指摘いただいた３点については、事務局に修正させるが、再度お集まりいただい

ての審議は不要なため、本日答申を行い、私と副会長で最終確認を行った後、各委員へ

送付させたいと思うがよろしいか。 

各委員：異議なし。 
 
【審査会より答申】 
 

【案件２】枚方市環境影響評価条例等について 
 
【事務局説明】 
 

会 長：ただいま事務局から第２種対象事業については、準備書の完成度を高めるために環境影

響評価項目の選定、調査、予測、評価が適切かについて、事業者が調査に入る前の事前

相談の段階で判断が必要であるということから、審査会へ意見を伺いたいという提案が

あった。過去の案件からも、書面・図書のみでの判断と、現場を見た上での判断では異



 

 

なってくる可能性もあることから、審査会としては、現地視察を行い、その上で意見を

述べたいと思うがいかがか。 

各委員：異議なし。 

会 長：事務局は第２種対象事業については現地視察を設定し、各委員に意見聴取するようお願

いする。 

事務局：承知した。 

会 長：以上で本日の会議を終了する。 


